
一
三

平
田
家
の
祭
祀
と
系
譜
を
巡
る
問
題

平
田
靱
負
関
係
の
新
出
資
料
に
つ
い
て　

そ
の
二

中　

西　

達　

治

― 152 ―

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
発
行
の
、「
館
報
平

成
二
一
年
度
号
」
に
お
い
て
報
告
し
た
「
家
の
字
は
『
正
』
─
平
田
靱
負
関
係
の

新
出
資
料
に
つ
い
て
」
の
続
報
に
当
た
る
。
前
稿
で
は
、
平
田
靱
負
関
係
の
新
出

資
料
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
報
告
し
、
明
治
に
い
た
る
平
田
家
の
子
孫
の
動
向
と

特
に
平
田
家
の
命
名
意
識
と
墓
碑
の
由
来
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
、
兼

宗
の
時
嫡
流
家
か
ら
離
れ
た
始
祖
宗
勝
以
来
、
平
田
家
は
「
宗
」
字
を
も
っ
て
の

家
の
名
と
し
て
き
た
が
、
徳
川
吉
宗
が
、
将
軍
と
な
る
に
及
ん
で
「
宗
」
字
を
禁

字
と
し
た
た
め
、
靱
負
の
父
新
左
衛
門
宗
房
は
、
祖
父
宗
正
の
「
正
」
字
を
も
っ

て
「
宗
」
字
に
替
え
正
房
と
し
、
靱
負
（
当
時
は
兵
十
郎
）
も
、
宗
輔
か
ら
正

輔
に
替
え
た
。
以
後
代
々
子
孫
は
、「
正
」
字
を
も
っ
た
命
名
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
靱
負
と
い
う
通
名
は
、
正
輔
か
ら
始
ま
り
、
以
後
代
々
受
け
継
が
れ
て
明
治

に
い
た
っ
た
が
、
明
治
五
年
戸
籍
制
度
が
実
施
さ
れ
た
際
、
当
時
の
当
主
は
、
戸

籍
名
に
靱
負
を
登
録
、
嫡
子
は
兵
十
郎
と
登
録
し
た
。
明
治
九
年
靱
負
（
正
保
）

が
没
し
た
た
め
、
兵
十
郎
（
正
直
）
は
、
靱
負
へ
の
改
名
願
を
鹿
児
島
県
庁
に
提

出
し
て
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
家
の
名
で
は
な
く
、
社
会
に
通
用
す
る
名

を
戸
籍
の
名
と
す
る
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
た
も
の
で
、
当
時
の
人
た
ち
の
名
前

に
対
す
る
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
平
田
家
の
霊
域
は
、
現
在
は
鹿
児
島

県
肝
属
郡
肝
付
町
の
丸
岡
墓
地
に
あ
り
、
神
道
式
の
合
葬
墓
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

も
と
鹿
児
島
妙
谷
寺
に
あ
り
、
明
治
維
新
前
後
に
平
田
家
が
神
道
に
改
宗
し
、
さ

ら
に
そ
の
後
、
妙
谷
寺
の
墓
地
が
廃
さ
れ
た
た
め
、
新
照
院
町
大
徳
寺
の
墓
地
に

改
葬
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
五
年
大
徳
寺
の
墓
地
が
廃
さ
れ
た
た
め
、
現
在
地
に
移

築
さ
れ
た
も
の
で
、
以
前
の
様
子
は
明
か
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
平
田
靱
負
の

遺
骸
は
京
都
大
黒
寺
に
葬
ら
れ
た
が
、
そ
の
遺
髪
を
埋
め
た
一
族
の
本
墓
も
妙
谷

寺
に
あ
っ
た
。
以
上
が
、
前
稿
の
要
旨
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
調
査
を
進

め
た
結
果
、
新
た
に
平
田
家
の
祭
祀
に
関
す
る
資
料
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
ら
は
横
長
の
冊
子
三
帖
で
、
い
ず
れ
に
も
題
名

は
な
い
が
、
内
容
を
見
る
と
、
平
田
家
歴
代
の
法
号
等
が
記
さ
れ
て
お
り
、
今
仮

に
、「
平
田
家
位
牌
帳
」、「
平
田
家
墓
碑
法
号
帳
（
一
）」、「
平
田
家
墓
碑
法
号
帳

（
二
）」
と
名
付
け
以
下
に
翻
刻
し
て
お
く
。

一
　
平
田
家
位
牌
帳

本
尊

釈
迦
如
来

氏
宗

兼
宗



平田家の祭祀と系譜を巡る問題（中西　達治）

一
四

三
省
秀
公
居
士　
　

右
馬
介

乗
月
昌
宗
居
士　
　

美
濃
守

心
翁
正
安
居
士　
　

美
濃
守

天
翁
宗
貞
居
士　
　

美
濃
守

字
参
覚
阿
庵
主　
　

太
郎
左
衛
門

宝
山
良
珍
上
庵　
　

新
四
郎

然
州
宗
豁
禅
伯　
　

新
三
郎

　

右
銘
々
茶
碗
仏
餉
十
コ

扑
庭
浮
公
居
士　
　

筑
前
守

　
　
　
　
　
　
　
　

宗
勝

蘭
渓
香
公
大
姉　
　

右
ノ
室

中
山
棟
田
居
士　
　

出
羽
守
宗
仍

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
陰
妙
春
大
姉　
　

右
ノ
室

月
窓
了
心
居
士　
　

新
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

宗
徳

本
持
院
妙
呂
尊
位　

右
ノ
室

桃
雲
見
空
庵
主　
　

狩
野
介

　
　
　
　
　
　
　
　

宗
意
宗
沙

勝
岳
妙
忍
大
姉　
　

右
ノ
室

久
菴
慶
昌
大
居
士　

狩
野
介
宗
弘

密
窓
須
深
大
姉　
　

右
ノ
室

瑞
光
院
殿
灯
巌
見
明
居
士　

　
　
　
　
　
　
　
　

新
左
衛
門
宗
正

法
香
院
殿
蘭
庭
貴
芳
大
姉

　
　
　
　
　
　
　
　

右
ノ
室

騰
雲
院
殿
新
先
以
安
大
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　

次
郎
兵
衛
宗
卯

了
因
鏡
学
大
姉　
　

右
ノ
室

虚
白
院
殿
暁
山
道
徹
大
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　

新
左
衛
門
宗
房

香
樹
院
殿
栄
室
貞
繁
大
姉

　
　
　
　
　
　
　
　

右
ノ
室

高
元
院
殿
節
岑
了
操
大
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　

靱
負
正
輔

冷
地
院
殿
浄
蓮
妙
香
日
盛
大
姉

　
　
　
　
　
　
　
　

右
ノ
室

緑
樹
院
殿
清
巌
涼
陰
大
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　

兵
十
郎
正
香
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一
五

瑞
雲
院
殿
祥
林
霊
鶴
大
姉

　
　
　
　
　
　
　
　

右
ノ
室

泰
寿
院
殿
徹
心
正
恩
大
居
士　

正
恩
事

清
寿
院
殿
繁
室
慈
光
大
姉　
　

正
恩
ノ
室

清
嵐
院
殿
含
香
梅
睢
善
童
子

　
　
　
　
　
　
　
　

正
恩
ノ
子
也

　
　
　
　
　
　
　
　

平
蔵

泰
雲
院
殿
忠
山
玄
量
大
居
士　

正
純
ノ
子
也

　
　
　
　
　
　
　
　

新
左
衛
門

清
光
院
殿
春
山
玄
夢
禅
女　

正
純
□

虚
庵
全
空
上
座　
　
　
　
　

平
次
良
宗
次

了
庵
妙
徳
大
姉　
　
　
　
　

右
ノ
室

霜
清
幼
雪
童
子　
　
　
　
　

宗
正
ノ
娘
也

春
山
恕
雲
居
士　
　
　
　
　

新
平
宗
堯

精
心
妙
貞
大
姉

水
月
善
童
女　
　
　
　
　
　

正
房
ノ
娘
也

秋
露
幼
性
童
子　
　
　
　
　

正
房
ノ
次
男
也

右
銘
々
霊
膳　

三
十
三

法
印
権
大
僧
都
頼
撰

法
印
権
大
僧
都
快
盤

仏
性
院
殿
去
庵
奚
雲
大
居
士

宝
昌
院
殿
洞
庵
了
仙
大
姉　

右
ノ
室

心
恕
院
殿
月
柵
龍
悟
大
姉　

鎌
田
源
左
衛
門
政
常
室

自
徳
院
殿
□
禅
如
有
大
姉　

諏
訪
舎
人
豊
尹
□

昌
雲
院
殿
月
巌
宗
泉
大
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　

家
村
平
八
佳
賢

木
樹
院
殿
法
雲
了
瑞
大
姉

　
　
　
　
　
　
　
　

西
丹
外
純
乗
室

宝
樹
院
殿
妙
声
春
悟
大
姉

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
十
左
衞
門
政
親
ノ
室

献
珠
院
殿
心
空
慧
照
大
師

（
注　

以
下
六
人
、
恒
吉
宮
之
原
の
役
で
宗
仍
に
し
た

が
っ
て
戦
死
し
た
人
々
。）

　
　

玉
阿
弥
陀
仏　
　
　

原
地
絲
八 

（
注　

系
図
で
は
、
原
地
孫
八
）

　
　

英
忠
禅
定
門　
　
　

鴦
川
神
五
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一
六

　
　

常
貞
禅
定
門　
　
　

池
山
弥
七
郎
（
注　

系
図
で
は
、
池
山
弥
次
郎
）

宗
煙
禅
定
門　
　
　

倉
三
郎
九
良
（
注　

系
図
で
は
、
鍋
倉
三
郎
九
郎
）

　
　

常
祐
禅
定
門　
　
　

川
野
左
近

春
香
禅
定
門　
　
　

竹
下
孫
次
良　
（
注　

七
を
消
し
て
次
と
す
る
。
系
図

で
は
、
竹
之
下
孫
七
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一

右
茶
碗
仏
餉
一
ツ
　ヽ

十
六

　
　
　
　

日
高
三
左
衞
門

　
　
　
　

渡
邉
来
心

　
　
　
　

同
勘
左
衞
門

　
　
　
　

黒
田
唯
右
衛
門

　
　
　
　

お
く
ん

　
　
　
　

お
さ
わ

　
　
　
　

お
た
の

　
　
　
　

お
乳

　
　
　
　

木
佐
貫
市
左
衞
門

九
人

　

右
箱
中
江
仏
餉

　
　
　

但
茶
碗
壱
ツ

玉
樹
院
殿
桂
巌
慧
秋
大
姉　

正
温
ノ
姉
也

　
　
　
　
　
　

名
越
右
膳
室

徳
岩
院
殿
嘯
山
覚
英
大
居
士

有
□
院
殿
心
月
妙
圓
大
姉

英
心
院
殿
智
圓
玄
機
大
居
士

　
　
　
　
　
　
　

喜
入
安
房

蘭
渓
院
殿
理
芳
貞
秀
大
姉

乄　
　

御
霊
膳
三
拾
五

乄　
　

茶
碗
物
餉
二
十
一

宗
泰
院
殿
義
岳
良
然
大
居
士

　
　
　
　
　
　
　

兵
十
郎
正
純

浄
光
院
殿
禅
心
恵
朋
大
姉

蓮
宗
院
殿
幻
心
秀
朋
童
女
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一
七

　
　
　
　
　
　
　

點
瑞
宗
叟

　
　
　
　

覚
照
山

　
　
　
　
　
　

妙
谷
寺

【
解
説
】
こ
の
冊
子
は
、
點
瑞
宗
叟
と
い
う
覚
照
山
妙
谷
寺
の
僧
が
、
妙
谷
寺
内

に
祀
ら
れ
て
い
た
平
田
家
廟
の
位
牌
群
（
も
し
く
は
、
平
田
家
の
仏
壇
に
祀
ら
れ

て
い
た
位
牌
群
。
妙
谷
寺
の
僧
侶
で
あ
る
點
瑞
宗
叟
の
筆
録
で
あ
る
こ
と
、
茶
碗

仏
餉
と
か
霊
膳
と
か
の
配
置
を
指
示
す
る
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
妙
谷
寺
内
の
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
云
え
る
だ
ろ
う
。）
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

本
尊
釈
迦
如
来
以
下
平
田
家
の
歴
代
、
家
族
眷
属
の
法
号
が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
纏
ま
り
毎
に
そ
の
扱
い
方
を
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の
冊
子
の
特

徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

①

 

は
じ
め
に
「
右
銘
々
茶
碗
仏
餉
十
コ
」
と
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
、
氏
宗
以
下
、

然
州
宗
豁
禅
伯
ま
で
は
、
嫡
流
家
歴
代
で
あ
る
。
平
田
家
は
、
兼
宗
の
弟
筑

前
守
宗
勝
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
お
り
、
嫡
流
家
は
増
宗
の
時
断
絶
す
る
が
、

そ
の
際
も
遺
児
を
手
厚
く
も
て
な
し
た
と
系
図
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
み
ら
れ
る
扱
い
は
、
平
田
家
が
嫡
流
家
を
い
か
に
重
ん
じ
て
い
た
か
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
位
牌
に
つ
い
て
は
、
忌
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、

茶
碗
仏
餉
を
一
つ
づ
つ
供
養
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

②

 

「
右
銘
々
霊
膳　

三
十
三
」
と
あ
る
次
の
グ
ル
ー
プ
は
、
宗
勝
以
下
正
純
ま

で
の
平
田
家
代
々
の
夫
妻
と
そ
の
家
族
で
あ
る
。
宗
堯
な
ど
家
を
継
が
な

か
っ
た
人
物
や
、
不
幸
夭
折
し
た
子
女
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
の
人
々

は
、
一
族
と
し
て
銘
々
膳
が
供
え
ら
れ
る
。

③

 

「
右
茶
碗
仏
餉
一
ツ
　ヽ

十
六 

十
一
」
と
あ
る
の
は
、
一
族
の
中
か
ら
他
家

に
出
た
り
出
家
し
た
り
し
た
人
々
並
び
に
平
田
家
に
尽
く
し
た
人
た
ち
で
あ

る
。
阿
弥
号
の
つ
い
た
人
物
な
ど
他
宗
派
の
霊
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
そ
の

た
め
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
中
に
永
禄
元
年
三
月
、
恒
吉

宮
之
原
の
役
で
宗
仍
に
し
た
が
っ
て
戦
死
し
た
六
名
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
、
平
田
家
が
家
臣
を
手
厚
く
も
て
な
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

④

 

「
右
箱
中
江
仏
餉
但
茶
碗
壱
ツ
」
と
あ
る
次
の
グ
ル
ー
プ
は
、
恐
ら
く
、
従

者
、
使
用
人
の
中
で
平
田
家
に
尽
く
し
た
人
た
ち
で
あ
ろ
う
。
ま
と
め
て
茶

碗
一
つ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
先
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
格
下
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
女
性
名
は
乳
母
、
老
女
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
男
性
名
の
中
に
、
黒
田

唯
右
衛
門
の
名
が
あ
る
。
こ
れ
が
宝
暦
治
水
に
出
て
く
る
同
名
の
人
物
と
同

じ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
黒
田
唯
右
衛
門
は
平

田
家
の
家
臣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
の
家
臣
団
に
対
す
る
扱
い
と
同
じ
く

従
者
に
対
す
る
扱
い
も
手
厚
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
箱
中
」
と
あ
る
こ
と

で
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
位
牌
は
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
そ
こ
に
安
置
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
の
グ
ル
ー
プ
も
そ
れ
ぞ
れ
が
纏
ま
っ
て
お
か
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。      

⑤

 

「
乄　

御
霊
膳
三
拾
五
」
と
あ
る
の
は
、
先
の
三
十
三
に
、
こ
の
直
前
の
二

名
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
合
計
し
た
あ
と
に
、
正
純
と
そ
の
子
の
法
号
が

出
て
く
る
。
ま
た
削
除
さ
れ
た
法
号
が
い
く
つ
か
あ
る
。
先
に
霊
膳
を
供
え

ら
れ
た
人
々
の
最
後
に
正
純
の
子
の
名
前
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

こ
の
冊
子
は
、
正
純
の
死
後
そ
れ
ま
で
の
祭
事
を
整
理
す
る
た
め
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
平
田
家
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

二 

　
平
田
家
墓
碑
法
号
帳
（
一
）（
注　

特
記
し
な
い
限
り
、
括
弧
内
は
、「
平
田

家
位
牌
帳
」
に
あ
る
記
事
。「
注
」
と
し
て
記
事
が
あ
る
の
は
筆
者
の
注
記
。）
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一
八

九
人

三
拾
五
人　
　
　
　

俗
名
月
日
不
□
分　
　

合
四
拾
四
人

三
省
秀
公
居
士
　
　
右
馬
介
重
宗

天
正
七
年
七
月
十
四
日

乗
月
昌
宗
居
士
　
　
美
濃
守
昌
宗

慶
長
十
年
十
二
月
廿
六
日

真
翁
正
安
居
士
　
　
美
濃
守
光
宗

慶
長
三
年

天
翁
宗
貞
居
士　
　
（
注　

位
牌
法
名
帳
に
は
「
美
濃
守
」
と
注
記
。
以
下
特
に

記
さ
な
い
限
り
括
弧
内
注
記
は
同
じ
。）

字
参
覚
阿
庵
主　
　
（
太
郎
左
衛
門
）

宝
山
良
珍
上
庵　
　
（
新
四
郎
）

慶
長
十
五
年
庚
戌
十
一
月
十
九
日

然
州
宗
活
禅
伯　
　
（
新
三
郎
）

扑
庭
浮
公
居
士　
　
（
筑
前
守
宗
勝
）

　
　
　
　
　
　
　
　

蘭
渓
香
公
居
士

　
　
　
　

大
姉
（
注　

こ
の
部
分
別
筆
）　　
（
右
ノ
室
）

永
禄
元
年
戊
午
三
月
十
九
日

中
山
棟
田
居
士　
　
（
出
羽
守
宗
仍
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
陰
（
妙
）
春
大
姉　
　

右
ノ
室

永
禄
元
年
戊
午
三
月
十
九
日

月
窓
了
心
居
士　
　
（
新
左
衛
門
宗
徳
）

弘
治
二
年
丙
辰                

本
持
院
妙
呂
尊
位　
（
右
ノ
室
）

慶
長
五
年
庚
子
九
月
二
十
五
日

桃
雲
見
空
庵
主　
　
（
狩
野
介
宗
意
宗
沙
）

　
　
　
　
　
　
　
　

勝
岳
如
（
妙
）
忍
大
姉　
　

右
ノ
室

七
月
初
二
日

虚
庵
全
空
上
庵　
　
　
（
注　

こ
の
項
位
牌
に
な
し
）

明
暦
四
年
戊
戌
三
月
廿
四
日

久
菴
慶
昌
大
居
士　
（
狩
野
介
宗
弘
）

延
宝
六
年
戊
午
二
月
十
日

蜜
（
密
）
窓
順
（
須
）
深
大
姉　
　
（
右
ノ
室
）

イ
元
禄
十
二
己
卯
年
閏
九
月
朔
日

　
瑞
光
院
殿
灯
巌
見
明
居
士　
（
新
左
衛
門
宗
正
）

ロ
享
保
十
乙
巳
年
七
月
四
日

騰
雲
院
殿
新
先
以
安
大
居
士　
（
次
郎
兵
衛
宗
卯
）（
注　

正
卯
と
異
筆
書
き
込

み
。）

享
保
九
年
甲
辰
正
月
廾
九
日

春
山
恕
雲
居
士　
　
　
　
　
　
（
注　

宗
堯
と
異
筆
書
き
込
み
。）

ホ
寛
保
二
年
壬
戌
三
月
廿
八
日

虚
白
院
殿
暁
山
道
徹
大
居
士
（
新
左
衛
門
宗
房
） （
注　

正
房
と
異
筆
書
き
込

み
。）

ニ
宝
暦
五
乙
亥
五
月
廾
五
日

高
元
院
（
位
牌
帳
に
は
「
殿
」
あ
り
。）
節
岑
了
操
大
居
士　
　
（
靱
負
正
輔
）

（
注　

正
輔
と
異
筆
書
き
込
み
。）

ハ
宝
暦
五
乙
亥
三
月
廾
二
日
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一
九

　
緑
樹
院
清
巌
涼
陰
大
居
士

俗
名
平
田
兵
十
郎
平
正
香　
（
注　

こ
の
上
に
付
箋　
「
平
田
兵
十
郎
妻　
　

島
津
小
平
太
娘
也
」）

霜
清
幻
雪
童
女
（
子
）　　
　
　
　

 

（
宗
正
ノ
娘
也
）

宝
永
五
年
戊
子
五
月
廾
八
日

水
月
善
童
女　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宗
正
ノ
娘
也
）

正
徳
三
年
癸
巳
九
月
十
一
日

秋
露
幻
性
童
子　
　
　
　
　
（
正
房
ノ
次
男
也
）

イ
元
禄
九
丙
子
年
十
二
月
廾
五
日

　
法
香
院
蘭
庭
貴
芳
大
姉

ロ
延
宝
八
庚
申
年
八
月
十
二
日

　
了
因
鏡
覚
大
姉

ホ
享
保
十
六
辛
亥
四
月
二
日

　
香
樹
院
殿
栄
室
貞
繁
大
姉

ニ
宝
暦
七
丑

　
冷
地
院
殿
浄
蓮
妙
香
日
盛
大
姉

ハ
天
明
六
丙
午
十
一
月
廿
七
日

　
瑞
雲
院
殿
祥
林
霊
鶴
大
姉

安
永
三
年
午
正
月
廿
四
日

清
嵐
院
殿
含
香
梅
睢
善
童
子　
（
正
恩
ノ
子
也
）

寛
政
十
一
年
未
二
月
四
日

清
光
院
殿
（
春
山
）
玄
夢
禅
童
女

了
庵
妙
徳
大
姉

霜
清
幻
雪
童
子

戊
辰
年
十
一
月
朔
日　
（
注　

貼
り
紙
）                

秋
露
幻
性
童
子　
　
　
（
正
房
ノ
次
男
也
）

延
享
五
辰
年
七
月
十
五
日

精
心
妙
貞
大
姉

（
注　

以
下
二
人
は
、
恒
吉
宮
之
原
に
お
い
て
宗
仍
に
し
た
が
っ
て
戦
死
し
た
と

あ
る
。
こ
の
後
さ
ら
に
三
人
の
名
が
あ
る
が
、
川
野
左
近
の
名
の
み
な
い
。）

春
香
禅
定
門　
　
　
（
竹
下
孫
次
良
）

宗
煙
禅
定
門　
　
　
（

倉
三
郎
九
良
。
注　

系
図
で
は
、
鍋
倉
三
郎
九
郎
）

寛
保
四
甲
子
年
二
月
十
二
日

春
宵
院
殿
月
観
樹
大
居
士

寛
文
八
戊
申
年
十
二
月
二
十
四
日

権
大
僧
都
法
印
頼
撰
大
和
尚

寛
保
二
壬
戌
年
十
二
月
二
十
四
日

献
珠
院
殿
心
空
慧
照
大
師

宝
昌
院
殿
洞
庵
了
仙
大
姉　
（
仏
性
院
殿
去
庵
奚
雲
ノ
室
）

寛
永
四
丁
亥
年
雪
月
廿
日

仏
性
院
殿
去
庵
奚
雲
大
居
士

享
保
十
八
年
六
月
廿
八
日

本
寿
院
殿
法
雲
了
瑞
大
姉

笑
含
院
殿
梅
窓
貞
芳
大
姉

宝
暦
五
乙
亥
年
正
月
十
日

陽
雲
院
梅
嶺
東
林
大
居
士
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二
〇

玉
阿
弥
陀
仏　
　
　
（
位
牌　

原
地
絲
八  

系
図　

厚
地
孫
八
）

英
忠
禅
定
門　
　
　
（
鴦
川
神
五
）

常
貞
禅
定
門　
　
　
（
位
牌　

池
山
弥
七
郎　

系
図　

池
山
弥
次
郎
）

（
注　

上
記
三
人
は
、
恒
吉
宮
之
原
に
お
い
て
宗
仍
に
し
た
が
っ
て
戦
死
し
た
と

あ
る
。）

得
法
院
良
雲
元
昌
居
士

修
善
軒
玉
窓
栄
木
大
姉

幻
露
成
果
童
子

観
岳
自
芳
童
女

寛
政
七
乙
卯
七
月
十
六
日

玉
樹
院
殿
桂
巌
慧
秋
大
姉　
（
名
越
右
膳
室　

正
温
ノ
姉
也
）

文
化
九
申
八
月
十
九
日

蘭
渓
院
殿
理
芳
貞
秀
大
姉

文
政
六
年
発
巳
二
月
二
日

泰
寿
院
殿
徹
心
正
恩
大
居
士　
（
正
恩
事
）

文
政
十
三
年
庚
寅
十
二
月
十
二
日

清
寿
院
殿
繁
室
慈
光
大
姉　
　
（
正
恩
ノ
室
）

　

島
津
伊
賀
久
金
娘　
（
注　

異
筆
書
き
込
み
）

天
保
十
四
年
癸
卯
五
月
九
日

宗
泰
院
殿
義
岳
良
然
大
居
士　
（
兵
十
郎
正
純
）

　
　
　
　
　
　
　

俗
名　

兵
十
郎

嘉
永
五
年
壬
子
六
月
廿
七
日

仁
章
院
殿
松
屋
妙
寿
大
姉

　

喜
入
氏
娘　
　
　
（
注　

異
筆
書
き
込
み
）

文
化
十
三
年
子
四
月
九
日

泰
雲
院
殿
忠
山
玄
量
大
居
士　
（
新
左
衛
門　

正
純
ノ
子
也
）

　
　
　
　
　
　
　

俗
名　

賀
之
介

天
保
四
発
巳
三
月
廿
日

清
雲
院
殿
花
山
栄
峯
居
士

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
新
平

十
月
廿
日

浄
霜
院　
　
　
　

俗
名
多
賀

天
保
十
二
年
辛
丑
八
月
二
日

浄
光
院
　
禅
心
恵
明
大
姉

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
多
免

天
保
十
四
年
癸
卯
六
月
廿
日

蓮
窓
（
宗
）
院
幻
心
秀
明
童
女

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
貞
袈
裟

安
永
二
年
己
酉
五
月
九
日

月
海
一
如
禅
童
子

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
熊
袈
裟

安
政
六
年
未
七
月
二
十
四
日

大
法
院
殿
哲
道
雄
心
大
居
士

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
新
左
衛
門

安
政
六
年
未
九
月
二
十
七
日

玉
峯
院
殿
秋
月
妙
圓
大
姉　
　
（
注　

こ
の
上
に
付
箋　
「
年
号
月
日　

平
田
新
左

衛
門
大
人
妻
霊
位
」

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
ひ
ろ

文
久
元
年
酉
月
廿
四
日
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二
一

秋
豊
院
殿
月
窓
妙
心
大
姉

　
　

平
山
新
助
姉  

俗
名
ゑ
津

文
久
三
年
癸
亥
十
一
月
九
日

霜
露
幻
清
童
女

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
清

慶
応
三
年
丁
卯
七
月
九
日

犀
月
大
禅
童
子

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
熊

明
治
六
年
癸
酉
三
月
廿
五
日

平
田
兵
十
郎
平
正
直
二
女

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
タ
メ

明
治
九
年
丙
子
九
月
廿
二
日

平
田
靱
負
大
人
平
正
智
霊
位

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
靱
負

明
治
九
年
丙
子
十
二
月
十
一
日

平
田
靱
負
平
正
直
妻

　
　

年
三
拾
六
歳　

俗
名
ス
ミ

明
治
十
六
年
旧
正
月
九
日

平
田
靱
負
正
直
四
弟

　
　
　
　
　
　
　

俗
名
武
介

明
治
三
十
三
年
旧
三
月
廿
九
日
子
年

　
　
　
　
　
　

新
四
月
廿
八
日
死

警
名
大
法
院
殿
哲
道
雄
心
大
居
士

平
田
靱
負
平
正
直

　
　

年
六
拾
三
歳　

旧
四
月
三
日
浅
谷
墓
地
ニ
葬
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
三
月
廿
九
日
鹿
児
島
市

　
　
　
　
　
　
　
　

新
照
院
町
大
徳
寺
墓
地
へ
改
葬

大
正
九
年
十
二
月
二
十
日

平
田
平
蔵　

鹿
児
島
市
新
照
院
町
大
徳
寺
ニ
葬
ル

　
　
　

五
十
二
才

大
正
十
一
年
九
月
三
日

平
田
友
子　

高
山
町
新
富
ニ
テ
死
亡

　
　
　

七
十
四
才

鹿
児
島
市
新
照
院
大
徳
寺
ニ
葬
ル

于
時
安
政
二
乙
卯
年
夏
五
月
二
日
改
之

明
治
二
十
九
年
十
月
妙
谷
寺
ノ
□
□　
（
注　

求
メ
か
。）

注
一
　「
月
海
一
如
禅
童
子 

俗
名
熊
袈
裟
」
ま
で
一
筆
。「
于
時
安
政
二
乙
卯
年

夏
五
月
二
日
改
之
」
も
同
筆
。

注
二
　「
安
政
六
年
」
以
降
明
治
以
前
一
筆
。
明
治
以
後
さ
ら
に
別
筆
の
如
し
。

「
明
治
二
十
九
年
」
注
記
者
に
同
じ
。

【
解
説
】
九
人
は
、
恐
ら
く
「
蘭
渓
香
公
居
士
」
ま
で
と
思
わ
れ
る
が
、
三
十
五

人
と
い
う
の
が
ど
こ
ま
で
か
は
、
不
明
。
イ
～
ホ
と
い
う
符
号
の
つ
い
た
も
の
が

二
組
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
偶
関
係
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
平
田
家
の

過
去
帳
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
順
序
不
同
の
所
が
あ
り
、
嫡
流
者
、
夭
折

者
、
そ
の
他
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
る
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
お
そ
ら
く
は
、
妙
谷
寺
に
お
け
る
墓
碑
の
配
置
に
従
っ
て
そ
こ
に
記
さ
れ
て

い
た
法
号
と
歿
年
月
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宗
仍
に
従
い
、
恒
吉
宮
之

原
で
戦
死
し
た
と
さ
れ
る
六
名
の
内
、
川
野
左
近
の
も
の
が
見
え
な
い
の
は
、
何

故
か
わ
か
ら
な
い
。「
于
時
安
政
二
乙
卯
年
夏
五
月
二
日
改
之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
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二
二

を
見
る
と
、
こ
の
頃
墓
碑
の
調
査
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
後
安
政

六
年
以
降
が
追
加
さ
れ
、
明
治
以
前
は
ほ
ぼ
従
来
通
り
の
扱
い
を
さ
れ
て
い
る

が
、
明
治
以
降
は
、
過
去
帳
の
よ
う
な
扱
い
で
、
書
き
継
ぎ
が
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
一
連
の
記
載
事
項
か
ら
は
、
平
田
家
の
墓
地
が
、
現
在
見
る
こ
と
の
出
来
る
例

と
し
て
は
二
階
堂
家
の
墓
碑
群
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
壮
麗
な
た
た
ず
ま
い
を
も
っ

て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

三
　
平
田
家
墓
碑
法
号
帳
（
二
）（「
平
田
家
位
牌
帳
」
に
あ
る
記
事
。）

　
　

宗
勝　

右
妻

平
田
氏
元
祖
墓

　
　

永
禄
元
年
三
月
十
九
日

　
　

母　

宗
徳　

右
妻

宗
次　

妻

宗
弘　

妻

宗
正　

妻

宗
卯　

妻

正
尭

正
香　

妻

正
房　

妻

正
輔　

妻

平
蔵（

掃
の
誤
記
か
。）
部
娘

正
恩　

妻

正
容

正
紽
（
正
純
の
誤
記
か
。）

正
智
妻

後
妻

二
女
三
弟

正
厚

長
女

正
直
妻

後
妻

三
弟
二
女

長
女

　
　
　

右
全
部
改
葬　

合
同　

墓
石
一

　
　
　
　

平
田
靱
負
平
正
智
大
人
仝
一

　
　
　
　

平
田
武
介　
　
　

小
人
仝
一

明
治
廿
九
年

　
　
　
　
　

十
月
改
葬

　
　
　
　
　

妙
谷
寺
ヨ
リ

大
正
九
年
四
月
二
十
日
死
亡

　

平
田
平
蔵　
　

墓
石
一

明
治
三
十
三
年
四
月
二
十
八
日
死
亡

　

平
田
正
直
靱
負
（
姶
良
郡
牧
園
村
ヨ
リ
昭
和
十
四
年
十
二
月
改
葬
）　　

仝
一

大
正
十
一
年
九
月
三
日
死
去

　

平
田
友
子　

右
妻　

墓
石　

二
人
一

昭
和
十
九
年
八
月
十
六
日
死
亡

　
平
田
ハ
ナ
子
　
日
高
ハ
ナ

　
平
田
先
祖
ノ
カ
ガ
ミ
ニ
ウ
ツ
ス
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二
三

注
一　
「
…
…
長
女
」
ま
で
と
、「
明
治
廿
九
年  

十
月
改
葬  

妙
谷
寺
ヨ
リ
」
は

一
筆
。
墓
石
の
碑
面
の
字
体
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
は
じ
め
の
四
行
が
、
平
田
家
元

祖
墓
の
正
面
、
以
下
「
正
輔　

妻
」
ま
で
が
左
側
面
（
向
か
っ
て
右
）、「
平
蔵
」

以
下
「
長
女
」
ま
で
が
右
側
面
（
向
か
っ
て
左
）
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
は
正
直
氏
の
筆
跡
で
あ
ろ
う
。

注
二

　
　

右
全
部
改
葬　

合
同　

墓
石
一

　
　

平
田
靱
負
平
正
智
大
人
仝
一

　
　

平
田
武
介　
　
　

小
人
仝
一

は
、
別
筆
に
よ
る
書
き
込
み
。

　
　

大
正
九
年
四
月
二
十
日
死
亡

　
　
　

平
田
平
蔵　
　

墓
石
一

　
　

明
治
三
十
三
年
四
月
二
十
八
日
死
亡

　
　
　

平
田
正
直
靱
負
（
姶
良
郡
牧
園
村
ヨ
リ
昭
和
十
四
年
十
二
月
改
葬
）
仝
一

　
　

大
正
十
一
年
九
月
三
日
死
去

　
　
　

平
田
友
子　

右
妻　

墓
石　

二
人
一

こ
こ
ま
で
の
筆
跡
と
同
じ
。「
二
人
一
」
の
部
分
に
こ
す
り
け
し
の
あ
と
が
あ
る
。

は
じ
め
平
蔵
氏
の
次
は
、
ト
モ
氏
単
独
の
墓
に
つ
い
て
の
記
事
だ
け
だ
っ
た
も
の

を
、
正
直
靱
負
氏
の
墓
を
改
葬
す
る
に
あ
た
っ
て
、
正
直
氏
関
係
の
記
事
を
追

加
、
さ
ら
に
改
め
て
連
名
の
墓
を
建
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
追
加
部
分
も
含
め

て
、
ハ
ナ
氏
の
筆
跡
か
。

注
三

　
　
昭
和
十
九
年
八
月
十
六
日
死
亡

　
　
　
平
田
ハ
ナ
子
　
日
高
ハ
ナ

　
　
　
平
田
先
祖
ノ
カ
ガ
ミ
ニ
ウ
ツ
ス

は
、
ハ
ナ
氏
没
後
の
追
録
で
あ
る
。

【
解
説
】
明
治
二
十
九
年
に
改
葬
し
た
際
新
た
に
作
っ
た
墓
石
に
彫
り
込
ん
だ
歴

代
の
名
前
を
列
記
し
た
も
の
。
彫
り
か
た
に
混
乱
が
あ
っ
て
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
配
列
順
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
よ
く
分
か
る
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
墓
石
正
面
に

は
、

　
　
　
　

宗
勝　

右
妻

　
　

平
田
氏
元
祖
墓

　
　
　
　

永
禄
元
年
三
月
十
九
日

　
　
　
　

母　

宗
徳　

右
妻

と
、
本
資
料
と
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。「
宗
勝　

右
妻
」
と
あ
る
の
は
、
宗

勝
と
そ
の
妻
の
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
々
の
墓
碑
に
、
並
び
置
か
れ
て
い
た
も

の
を
併
せ
て
一
行
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
書
き
方
で
あ
ろ
う
。
同
様

に
、「
母　

宗
徳　

右
妻
」
と
あ
る
の
は
、
宗
徳
の
母
（
す
な
わ
ち
宗
仍
の
妻
）、

宗
徳
と
そ
の
妻
の
意
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
恒
吉
宮
之
原
で
戦
死
し
た
宗
仍
を
外
し

て
い
る
の
は
、
平
田
系
図
中
に
、
彼
が
中
山
大
明
神
と
祀
ら
れ
た
と
あ
る
た
め
、

神
式
に
す
る
以
前
に
既
に
神
格
化
さ
れ
て
い
る
宗
仍
を
外
し
た
も
の
で
、
も
と
の

墓
地
に
は
仏
式
の
墓
が
あ
り
、
宗
仍
の
法
号
が
彫
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以

下
、「
正
恩　

妻
」
と
あ
る
の
は
、
正
恩
と
そ
の
妻
両
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

「
正
智
妻
」「
正
直
妻
」
と
あ
る
の
は
、
正
智
と
正
直
は
生
存
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

妻
の
み
が
そ
こ
に
祀
ら
れ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
注
二
に
記
さ
れ
た
内
容

か
ら
見
る
と
、
改
葬
し
た
合
同
墓
を
作
る
際
に
、
平
田
靱
負
平
正
智
大
人
墓
と
平

田
武
介
墓
を
そ
れ
ぞ
れ
別
に
す
る
予
定
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
平
田
武

介
の
も
の
し
か
な
い
。
正
智
は
、
明
治
九
年
に
な
く
な
っ
た
靱
負
正
保
の
こ
と
で

あ
る
。
系
図
名
と
齟
齬
す
る
の
は
何
故
か
分
か
ら
な
い
が
、
法
号
帳
を
見
る
限
り

歿
後
も
正
智
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
も
し
か
す
る
と
正
智
の
墓

は
、
大
徳
寺
か
ら
丸
山
墓
地
に
移
築
さ
れ
た
際
何
ら
か
の
手
違
い
が
あ
っ
て
滅
失

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
後
は
別
に
墓
石
を
立
て
て
追
加
を
し
て
い
っ
た
こ
と
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二
四

が
分
か
る
資
料
で
あ
る
が
、
正
直
氏
が
歿
後
仏
式
で
葬
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
法
号

の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
正
直
氏
は
当
時
旧
臣
川
野
辰
之
助
方
に
身
を

よ
せ
て
お
り
、
川
野
家
の
宗
旨
に
よ
り
葬
儀
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
か
と
思

わ
れ
る
。
な
お
後
考
に
ま
ち
た
い
。 
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二
五

補
遺 

─ 

岩
元
系
平
田
氏
に
つ
い
て

一
　

薩
摩
義
士
顕
彰
会
の
活
動
に
お
い
て
、
近
年
、
平
田
靱
負
の
子
孫
と
名
乗
る
人

物
が
、
い
ろ
い
ろ
子
孫
の
苦
労
話
を
語
っ
た
り
、
紙
芝
居
を
作
成
し
て
学
校
を
回

る
な
ど
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
人
物
は
、
鹿
児
島
県
薩
摩
義
士
顕
彰
会
発
行
の
機
関
誌
「
薩
摩
義
士
」
第

十
一
号
（
平
成
十
六
年
刊
）
に
、「
報
恩
感
謝
」
と
い
う
一
文
を
寄
せ
、
そ
の
中

で
平
田
靱
負
家
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、

総
奉
行
で
あ
っ
た
平
田
靱
負
は
、
一
説
に
よ
り
ま
す
と
当
時
四
千
石
の
禄
高

を
頂
戴
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
割
腹
以
後
は
家
も
次
第
に
衰
退
し
、
今
で

は
平
田
公
園
に
屋
敷
跡
を
見
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
他
の

薩
摩
義
士
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
当
時
の
資
料
や
遺
品
が
極
め
て
少
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
家
で
も
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
系
図
と
刀
、
そ
し

て
家
紋
入
り
の
袱
紗
の
み
で
す
。

と
記
し
、
末
尾
に
略
系
図
を
載
せ
て
い
る
。

　

こ
の
文
章
を
読
む
と
、
平
田
公
園
の
屋
敷
跡
は
、
い
か
に
も
こ
の
人
物
の
先
祖

が
住
ん
で
い
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
だ
が
、
明
治
の
始
め
に
そ
こ
に
住
ん
で
い

た
の
は
、
当
時
も
平
田
靱
負
と
名
乗
っ
て
い
た
紛
れ
も
な
い
平
田
靱
負
の
子
孫
で

あ
り
、
こ
の
文
章
を
書
い
た
人
物
と
は
な
ん
の
関
係
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
系
図
の
流
れ
を
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
宗
房
孫
左

衞
門 

─
＝
④
宗
純
孫
右

衛
門 

─ 

⑤
宗
静
清
七
兵

十
郎

①
靱
負
正
輔 

─ 

②
宗
温
平
蔵
正
香

兵
十
郎 

─ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
休 

─ 

正
純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

篤
戦
死 

─ 

幸
衛
幼
少
死
亡

─ 

⑥
宗
親 

─ 

⑦
六
兵
衛 

─ 

保
戦
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

⑧
春
江 

─ 

⑨
靭
久

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
三
代
宗
房
に
つ
い
て
「
③
宗
房
は
男
子
に
恵
ま
れ
ず
、

弟
・
正
休
の
長
男
④
宗
純
を
養
子
と
し
、
家
督
を
継
が
せ
る
。」
と
い
う
注
記
が

あ
る
。
今
仮
に
こ
の
系
図
を
、
岩
元
流
平
田
系
図
と
す
る
。（
命
名
の
理
由
は
後

述
。） 

こ
の
系
図
の
眼
目
は
、
注
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
正
休
、
正
純

と
い
う
流
れ
に
対
し
て
、
宗
房
系
は
正
休
の
兄
の
家
系
で
、
正
純
の
兄
を
養
子
に

し
て
い
る
の
で
、
弟
の
正
純
系
よ
り
家
格
が
上
で
あ
る
と
い
う
処
に
あ
る
。

　

ち
な
み
に
正
輔
以
来
、
嫡
流
平
田
系
図
の
男
系
を
辿
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。

①
正
輔 

─ 

正
香 

─ 

②
正
休 

─ 

③
正
純 

─ 

④
靱
負
正
保 

─ 

⑤
靱
負
正
直 

─

⑥
鶴
之
助 

─ 

⑦
平
蔵 

─ 

⑧
正
風 

─ 

⑨
好
二

注
一　

元
々
靱
負
と
い
う
呼
び
名
は
、
薩
摩
藩
士
と
し
て
名
乗
り
を
許
さ
れ

た
通
名
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
姓
名
と
い
う
場
合
に
は
、
平
田
正
輔
と
呼
ぶ

の
が
正
し
い
。
こ
こ
で
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
家
の
名
正
輔
を
用
い

る
。
た
だ
し
、
四
代
と
五
代
を
そ
れ
ぞ
れ
靱
負
正
保
、
靱
負
正
直
と
し
た
の

は
、
こ
の
ふ
た
り
の
戸
籍
名
が
両
者
共
に
靱
負
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
明
治
五
年
の
戸
籍
制
度
の
発
足
に
際
し
て
、
平
田
正
保
は
戸
籍
名
を
靱

負
と
し
、
そ
の
子
正
直
は
、
戸
籍
名
を
兵
十
郎
と
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
九

年
正
保
が
没
す
る
と
、
正
直
は
、
靱
負
と
い
う
名
が
家
代
々
の
名
で
あ
る

と
し
て
改
名
願
を
鹿
児
島
県
に
提
出
し
て
許
可
さ
れ
て
い
る
。
く
わ
し
く

は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
発
行
の
、「
館
報
平
成

二
一
二
一
年
度
号
」
所
収
「
家
の
字
は
『
正
』
─
平
田
靱
負
関
係
の
新
出
資

料
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
二　

近
代
戸
籍
制
度
に
よ
る
戸
主
を
入
れ
る
と
、
五
代
正
直
と
六
代
鶴
之

助
と
の
間
に
ト
モ
、
六
代
鶴
之
助
と
七
代
平
蔵
の
間
、
及
び
七
代
平
蔵
と
八

代
正
風
の
間
に
ハ
ナ
の
名
が
は
い
る
。
ト
モ
は
正
直
の
妻
、
ハ
ナ
は
、
靱
負

正
直
の
娘
で
あ
り
、
平
蔵
の
夫
、
正
風
の
養
母
で
あ
る
。 

　

正
休
、
正
純
と
い
う
流
れ
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
、
正
輔
、
正
休
、
正
純
と
続

く
嫡
流
平
田
家
の
第
二
代
、
第
三
代
で
あ
る
。（
正
香
は
、
家
督
相
続
以
前
に
没
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二
六

し
て
お
り
、
嫡
流
歴
代
は
、
正
輔
の
次
は
正
休
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
温
と
い
う
名

は
な
い
。）
つ
ま
り
岩
元
流
平
田
系
図
は
、
宗
温
（
正
香
）
を
歴
代
と
数
え
な
が

ら
嫡
流
家
を
強
く
意
識
し
、
嫡
流
家
を
し
の
ぐ
と
い
い
た
い
こ
と
が
よ
く
分
か
る

の
で
あ
る
。

二
　

平
成
十
七
年
に
な
く
な
っ
た
平
田
正
風
氏
は
、
平
田
正
輔
子
孫
の
八
代
当
主
で

あ
る
。
平
田
正
風
氏
宛
書
信
の
中
に
、
岩
元
虎
吉
な
る
人
物
の
も
の
が
何
通
か
あ

る
。
当
初
彼
は
、
紋
章
研
究
家
と
称
し
て
平
田
正
風
氏
に
平
田
家
の
家
紋
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。（
昭
和
四
十
六
年
六
月
一
日
鹿
児
島
高
須
局
消
印
の
葉

書
）
彼
は
、
紋
章
に
つ
い
て
、
妻
の
里
方
の
平
田
と
同
紋
だ
と
確
認
す
る
と
、
今

度
は
、
自
分
の
家
内
の
里
方
の
義
母
が
、
我
が
家
は
物
証
は
な
い
が
平
田
靱
負
の

後
胤
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
の
で
、
家
が
絶
え
る
の
は
惜
し
い
、
養
子
を
立
て
た
い

と
い
わ
れ
て
、
次
男
に
後
を
継
が
せ
た
い
と
思
っ
た
が
な
か
な
か
う
ん
と
言
っ
て

く
れ
な
い
。（
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
後
に
高
校
生
の
息
子
由
紀
久
を
養
子
と
し

た
と
い
う
こ
と
が
、
他
の
書
信
に
出
て
く
る
。）
つ
い
て
は
、
家
内
の
父
六
兵
衛
、

そ
の
父
孫
右
衛
門
そ
の
父
清
七
の
名
前
が
系
図
中
に
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
遺

品
は
何
か
お
持
ち
か
、
妻
の
実
家
平
田
家
で
は
、
刀
も
何
も
な
く
、
袱
紗
が
一
つ

あ
る
だ
け
だ
な
ど
と
、
数
回
に
わ
た
っ
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。
彼
は
、
嫡

流
平
田
系
図
の
情
報
を
探
ろ
う
と
し
た
が
や
が
て
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
自

分
の
妻
方
の
平
田
を
嫡
流
家
系
図
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
使
っ

て
正
風
氏
に
連
絡
を
取
ろ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
執
務
中
に
も
再
々
電
話
が

か
か
っ
て
来
る
な
ど
、
ひ
ど
い
迷
惑
を
蒙
っ
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ど
こ
に
も
そ
の
名
が
な
い
と
知
っ
て
、
嫡
流
系
図
と
の
つ
な
が
り
を
諦
め
た
岩
元

氏
は
そ
の
後
他
に
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
系
図
が
作
成
さ
れ

た
と
い
う
。
名
付
け
て
岩
元
流
平
田
系
図
と
称
し
た
所
以
で
あ
る
。（
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
郷
土
史
家
と
自
称
す
る
市
来
家
隆
氏
を
は
じ
め
、
岩
元
流
系
図
作
成

者
の
名
を
記
し
た
薩
摩
義
士
顕
彰
会
関
係
者
の
来
翰
な
ど
、
こ
の
間
の
事
情
を
物

語
る
資
料
が
い
く
つ
か
あ
る
が
今
は
触
れ
な
い
。）

三　
　

そ
う
し
た
流
れ
を
踏
ま
え
、
改
め
て
こ
の
岩
元
流
平
田
系
図
を
見
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
見
え
て
く
る
。
ま
ず
、
第
二
代
宗
温
に
つ
い
て
。
平
田
家
は
、
正

輔
の
父
宗
房
の
代
に
、
家
の
諱
を
「
宗
」
か
ら
「
正
」
に
改
め
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
宗
房
は
正
房
、
宗
輔
は
正
輔
と
な
っ
た
。
そ
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
後
に

生
ま
れ
た
靱
負
の
子
に
、「
宗
」
字
の
付
い
た
名
を
付
け
る
わ
け
が
な
い
。
彼
は
、

新
出
資
料
の
解
説
中
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
は
じ
め
か
ら
正
香
な
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
岩
元
流
平
田
系
図
で
は
、
宗
温
以
後
も
代
代
「
宗
」

字
を
用
い
て
お
り
、
正
輔
だ
け
が
異
例
扱
い
で
あ
る
。
今
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
三

代
宗
房
に
つ
い
て
。
宗
房
は
、
平
田
靱
負
の
父
正
房
の
改
名
以
前
の
諱
で
あ
る
。

い
っ
て
み
れ
ば
曾
祖
父
の
諱
と
同
じ
名
前
で
あ
り
、
そ
れ
を
こ
れ
ほ
ど
近
い
と
こ

ろ
で
用
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
更
に
四
代
宗
純
に
つ
い
て
。
四
代
宗

純
に
つ
い
て
も
、「
正
純
」、「
宗
純
」
と
、
明
ら
か
に
「
正
」
と
「
宗
」
と
を
意

識
し
、「
宗
」
を
上
位
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
系
図
は
、
父
祖
伝
来
の
諱
字

は
「
宗
」
で
あ
る
と
す
る
認
識
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
う
で

あ
れ
ば
こ
の
系
譜
は
、
平
田
正
輔
家
と
は
全
く
関
係
の
無
い
家
系
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
も
し
こ
れ
が
平
田
正
輔
系
の
家
系
図
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
作
成
者
は
、
平
田
家
内
の
禁
忌
に
つ
い
て
無
知
だ
っ
た
と
し
か

い
い
よ
う
が
な
い
。
岩
元
流
系
図
作
成
の
当
事
者
は
、
正
輔
の
子
孫
と
い
う
こ
と

で
、
正
輔
以
下
の
系
図
に
つ
い
て
は
十
分
読
み
込
も
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
父

正
房
の
事
績
に
つ
い
て
は
注
意
し
て
見
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
の

で
あ
る
。
何
度
も
繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、
こ
の
系
図
は
明
ら
か
に
公
開
さ
れ
て
い

る
嫡
流
家
の
系
図
を
強
く
意
識
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ

る
。

四
　

不
幸
な
こ
と
に
、
こ
の
別
系
の
平
田
氏
が
登
場
し
た
頃
か
ら
、
平
田
正
風
氏
の

― 139 ―



金城学院大学論集　人文科学編　第７巻第２号

二
七

嫡
流
と
し
て
の
正
当
性
を
お
と
し
め
る
か
の
よ
う
な
内
容
の
風
評
が
、
ま
こ
と
し

や
か
に
流
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
死
後
養
子
云
々
と
い
う
の
が
そ
の
最
た
る
も
の

で
あ
る
が
、
戦
前
の
戸
籍
制
度
の
も
と
で
、
そ
う
し
た
こ
と
が
出
来
る
わ
け
が
な

い
。
ハ
ナ
氏
が
正
直
靱
負
の
実
子
で
あ
る
と
い
う
一
点
に
話
題
を
絞
っ
て
、
ハ
ナ

氏
の
前
半
生
の
軌
跡
を
無
視
し
、
養
嗣
子
の
正
風
氏
の
家
督
相
続
が
あ
た
か
も
ハ

ナ
氏
の
意
志
で
は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
曲
解
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ハ
ナ
氏

は
、
初
め
坂
元
平
蔵
氏
に
嫁
い
だ
が
、
平
田
家
の
養
嗣
子
鶴
之
助
氏
に
事
情
が

あ
っ
た
た
め
戸
籍
上
平
田
姓
に
戻
り
、
鶴
之
助
氏
が
隠
居
す
る
と
、
改
め
て
平
蔵

氏
を
平
田
家
聟
に
迎
え
る
。（
隠
居
後
も
鶴
之
助
氏
は
平
田
姓
を
名
乗
り
、
子
孫

は
今
に
続
い
て
い
る
。）
平
蔵
氏
歿
後
は
平
田
家
戸
主
と
し
て
家
を
ま
も
り
、
正

風
氏
を
養
子
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
機
に
隠
居
し
日
高
一
彦
氏
と
正
式

に
結
婚
し
日
高
家
に
入
籍
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
正
風
氏
の
戸
籍
内
容
を

一
覧
す
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
日
高
一
彦
氏
の
正

風
氏
宛
て
書
簡
な
ど
、
新
出
資
料
（
詳
し
く
は
、
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
報
平

成
二
一
年
度
号
所
収
「
家
の
字
は
『
正
』
─
平
田
靱
負
関
係
の
新
出
資
料
に
つ
い

て
─
」）
が
明
快
に
事
態
を
物
語
っ
て
い
る
。（
い
ま
だ
に
、
ハ
ナ
氏
の
歿
後
、
親

族
会
議
で
正
風
氏
に
後
を
継
が
せ
る
こ
と
に
決
め
た
と
ま
こ
と
し
や
か
に
書
い
て

い
る
人
が
い
る
が
、
ハ
ナ
氏
の
歿
後
親
族
会
議
で
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
ハ
ナ

氏
の
墓
を
日
高
姓
に
す
る
か
平
田
姓
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は

現
在
見
る
よ
う
に
平
田
姓
で
決
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
今
回
紹
介
し
た

「
平
田
家
墓
碑
法
号
帳
（
二
）」
の
記
事
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。）

　

と
こ
ろ
で
、
岩
元
氏
の
書
信
に
よ
る
と
、
当
初
岩
元
春
江
氏
の
実
家
に
は
、
平

田
靱
負
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
言
い
伝
え
と
、
紋
章
入
り
の
袱
紗
一
つ
し
か
な

か
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
後
、
正
風
氏
と
の
書
信
の
往
復
の
間
に
「
古
書
」
が
見
つ

か
っ
た
と
い
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
全
く
分
か
ら
な
い
。
や
が
て
い
つ
し

か
時
が
経
つ
う
ち
に
刀
と
系
図
が
増
え
、
平
成
十
六
年
に
は
、「
当
家
で
も
残
っ

て
い
る
も
の
は
、
系
図
と
刀
、
そ
し
て
家
紋
入
り
の
袱
紗
の
み
」
と
な
り
、 

さ
ら

に
平
成
二
十
一
年
に
な
る
と 

、
袱
紗
「
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
平
田
家

の
正
式
な
家
紋
」
と
刀
の
実
物
が
、「
平
田
家
に
代
々
伝
わ
る
刀
。
銘
は
波
平
行

安
（
な
み
の
ひ
ら
・
ゆ
き
や
す
）。
室
町
時
代
の
作
と
い
わ
れ
る
が
、
靱
負
が
愛

用
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。」
と
い
い
つ
つ
紹
介
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

五
　

一
方
、
岩
元
流
平
田
家
に
つ
い
て
は
、「
薩
摩
義
士
」
第
十
一
号
で

主
を
失
っ
た
家
が
藩
の
財
政
を
考
え
る
と
き
、
ど
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
か

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
当
家
と
副
奉
行
で
あ
っ
た
伊
集
院
家
と
は
親
し

い
関
係
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
明
治
の
中
頃
ま
で
は
伊
集
院
家
の
保
護
を
受
け

て
山
番
を
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
公
に
出
る
こ
と
な
く

静
か
に
先
祖
を
崇
め
供
養
し
て
き
ま
し
た
。

と
い
っ
て
い
た
も
の
が
、「
薩
摩
義
士
」
第
十
六
号
で
は

当
時
四
千
石
の
禄
高
で
あ
っ
た
平
田
靱
負
で
し
た
が
、
割
腹
以
来
そ
の
遺
族

は
家
禄
を
薩
摩
藩
に
奉
還
し
、
私
財
も
処
分
し
て
薩
摩
藩
が
被
っ
た
借
財
の

足
し
に
し
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
、
こ
れ
と
い
っ
た
遺
品
が
少
な
い
の
は
そ

の
為
で
す
。

家
禄
を
奉
還
し
た
遺
族
は
、
副
奉
行
伊
集
院
十
蔵
の
山
番
と
し
て
猟
を
営
み

な
が
ら
人
知
れ
ず
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
よ

う
な
暮
ら
し
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
が
、
薩
摩
義
士
の
遺
族
お
よ
び
子
孫
と

し
て
の
誇
り
と
自
負
だ
け
は
捨
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
現
れ
と
し
て
「
一

生
に
一
度
は
美
濃
の
地
を
踏
め
」
と
語
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

と
、
は
な
し
が
一
層
劇
的
に
な
っ
て
い
る
。

　

宝
暦
治
水
で
は
、
総
奉
行
平
田
正
輔
の
も
と
、
弟
正
央
も
出
役
し
て
い
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
関
係
の
中
で
、
総
奉
行
を
務
め
た
平
田
正
輔

の
嫡
流
家
と
は
別
に
、
宗
字
を
持
つ
正
輔
の
子
孫
が
、
副
奉
行
（
伊
集
院
十
蔵
）

の
保
護
を
受
け
て
山
番
を
し
て
い
た
と
か
、
家
禄
四
千
石
を
返
上
し
て
伊
集
院
十

蔵
の
山
番
に
な
っ
た
と
か
い
う
話
に
な
り
、
し
か
も
「
一
生
に
一
度
は
美
濃
の
地
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を
踏
め
」
と
語
り
継
が
れ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
何
故
美
濃
に
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
か
、
不
思
議
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
い
つ
の
間
に
か
、
も
っ
と
も

ら
し
い
言
い
伝
え
ま
で
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

六
　

嫡
流
平
田
家
は
、
勘
定
奉
行
を
勤
め
る
な
ど
薩
摩
藩
の
中
で
重
き
を
な
し
て
幕

末
ま
で
活
躍
し
て
お
り
、
平
田
靱
負
を
戸
籍
名
と
す
る
子
孫
が
、
明
治
初
め
ま
で

現
在
の
平
田
公
園
の
場
所
に
居
を
構
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
歴
史
的
に
明
ら

か
な
事
実
で
あ
る
。
こ
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
も
、
嫡
流
平
田
家
の
存
在
は
、
ゆ

る
ぎ
な
い
も
の
が
あ
る
。
今
回
新
出
の
資
料
等
と
の
関
係
で
見
て
も
、
嫡
流
平
田

系
図
の
信
憑
性
は
著
し
く
高
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

余
程
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
家
督
を
分
割
す
る
、
す
な
わ
ち
分
家
と
い
う
制
度

は
な
く
、
嫡
男
以
外
は
何
か
特
別
の
才
能
が
あ
っ
て
藩
主
に
認
め
ら
れ
て
別
に
家

を
立
て
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
も
か
く
、（
そ
れ
が
出
来
れ
ば
こ
の
家
は
庶
流
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
先
の
正
央
は
、
嫡
流
系
図
に
、
太
守
初
見
と
あ
り
き
ち
ん
と

御
目
見
得
を
済
ま
せ
て
い
る
。）
嫡
男
以
外
は
、
養
子
に
出
る
の
で
な
く
て
は
部

屋
住
み
で
一
生
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
武
士
の
家
督
相
続
の
ル
ー

ル
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
嫡
流
家
は
現
在
ま
で
連
綿
と
し
て
続
い
て
い
る
。
嫡

流
家
の
系
図
に
名
の
載
ら
な
い
庶
子
が
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
だ
が
、
岩
元
流

平
田
家
は
、「
宗
」
を
家
の
名
と
し
、
正
輔
が
違
例
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
そ
の

系
図
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
嫡
流
家
と
の
接
点
が
ど
こ
に
も
あ
り
得
な
い
こ
と

に
な
る
。
万
が
一
靱
負
の
子
孫
で
あ
っ
た
と
し
て
も
伊
集
院
家
の
山
番
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
間
違
い
な
く
伊
集
院
家
の
下
僕
で
あ
っ
て
、
士
分
で

は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
郷
士
の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
総
奉
行
家
の
一
族
が
、
家
を
捨
て
て
副
奉
行
家
の
下
僕
に
な
る
な
ど
と
い
う

こ
と
が
、
あ
り
う
る
か
ど
う
か
は
、
冷
静
に
判
断
す
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
こ
と
で
あ

る
。
現
に
存
続
し
て
い
る
嫡
流
家
が
あ
る
の
に
、「
割
腹
以
後
は
家
も
次
第
に
衰

退
し
、」
と
い
っ
た
り
、
禄
を
返
上
云
々
と
い
っ
た
り
し
て
い
る
処
か
ら
、
う
そ

話
だ
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
以
上
嫡
流
家
の
系
図
と
伝
存
資
料
に
も
と
づ

き
別
系
平
田
氏
の
言
説
に
つ
い
て
検
証
し
た
。

 

二
〇
一
〇
年
十
一
月
三
十
日　
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